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研究要旨 
慢性の痛み診療には病態メカニズムや治療効果を解析するための評価・診断が必要であり，
従来の質問紙を用いた症状の主観的評価に加え，定量的感覚検査（QST）などを用いた客観的な
分析科学的（定量的）評価が必要とされている。今回，電気刺激や運動，運動イメージ等，さ
まざまなリハビリテーション介入による効果判定について，痛覚感受性について圧痛閾値
（PPT），中枢性疼痛調節機能として中枢感作について時間的荷重（TS），下行性疼痛抑制機能に
ついてconditioned pain modulation（CPM）を用いて評価した。その結果，健常者では介入直
後に広範な痛覚感受性の低下と中枢感作の減衰を示したが，長時間運動では疼痛調節に必ずし
も良好な効果を示すとは限らず，さらに下行性疼痛抑制系は強すぎる運動で不応する可能性が
あることから，中枢性疼痛調節の改善には対象者に快適な負荷量が奏効する可能性がある。一
方，慢性疼痛有訴者では，運動継続後2週間で痛覚感受性が低下し，また中枢感作の改善には
3週間を要することが示唆された。このように，static/dynamic QSTのような分析科学的（定
量的）評価は，慢性の痛み患者に対する病態と治療効果を科学的に解釈するための有益な評価
数値を示してくれることが期待される。 

 
Ａ．研究目的 
疼痛の評価は，従来，質問紙を用いて症状
を主観的に評価することが多かったが，それ
だけでは病態メカニズムの解析および治療効
果の検証が難しい。そこで，治療の対象病態
解析ならびに効果判定のためには客観的な分
析科学的（定量的）評価のため，様々なリハ
ビリテーション（リハ）介入による効果判定
に定量的感覚検査（quantitative sensory 
testing: QST）を用いて，痛覚感受性ならび
に中枢性疼痛調節機能について検証した。 
 
Ｂ．研究方法 
対象は若年の健常者または慢性頚肩痛有訴
者とした。そのうち， 
（1）長期間運動（慢性頚肩痛有訴者40名） 
50％HRRサイクリング20分間を週3日×2
週vs.週2日×3週（いずれも合計6日間） 
（2）長時間運動（健常者20名） 
快適強度サイクリングを2時間  
（3）運動イメージ（健常者26名） 
快適強度トレッドミル歩行の実運動vs.筋
感覚的運動イメージを10分間 

（4）経皮的電気神経刺激TENS（健常者30名） 
第6頚椎（頚髄；C6）近傍に20分間 
（5）強度別運動（健常者38名） 
50％ vs.70％HRmaxサイクリングを20分間 
それぞれ施行した。 
疼痛の定量的評価は，痛覚感受性について
圧痛閾値（PPT）を，（1）～（4）では中枢感
作について時間的加重（TS）を，（5）では下
行性疼痛抑制機能についてconditioned pain 
modulation（CPM）を用い，僧帽筋，上腕二頭
筋，大腿四頭筋において介入前後に測定した。 
（倫理面への配慮） 
本研究は，日本福祉大学倫理審査委員会の
審査申請を進め，全対象に対して研究内容，
安全対策，研究への同意と撤回，個人情報保
護対策について十分に説明し，同意を得た上
で行うこととし，さらに，個人情報保護対策
としてデータの電子化・暗号化，データ集積
フロー作成等，安全性，円滑性に配慮したう
えで調査，解析を行うことで情報機密に細心
の注意を払い実施した。 
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Ｃ．研究結果 
（1）介入2週目にはPPTが上昇，3週目にな
るとPPT上昇に加え，TSの減衰を認めた。 
（2）運動2時間目にはPPT，TSは変化を示さ
なくなった一方，運動1時間目にかけ気分高
揚と交感神経活動上昇，その後気分鎮静と副
交感神経活動上昇に転じた。 
（3）筋感覚運動イメージは，実運動と同様に
PPT上昇とTS減衰を示した。 
（4）C6近傍TENSにより，刺激近傍部のみで
なく，C6髄節支配領域や遠隔部にもPPT上昇
とTS減衰を認めた。 
（5）両運動強度ともPPTは上昇する一方で，
75％HRmax運動ではCPMが低下を示した。ベ
ースラインCPMと運動によるCPM変化量は負
の相関を示した。 
 
Ｄ．考察 
さまざまなリハ介入によって，健常者では
介入直後に広範な痛覚感受性の低下と中枢感
作の減衰を示したが，2時間もの長時間運動
になると気分変化には好影響を及ぼすものの
疼痛調節には必ずしも良好な効果を示すとは
限らない。また，下行性疼痛抑制系は強すぎ
る運動では応答しにくくなる可能性があり，
中枢疼痛調節の改善には対象者に快適な負荷
量が奏効する可能性がある。一方，慢性疼痛
有訴者では，運動継続後2週間で痛覚感受性
が低下し，また中枢感作の改善には3週間を
要することが示唆された。 
このように，主観的な疼痛症状や質問紙に
よる主観的評価だけでなく，static/dynamic 
QSTのような分析科学的（定量的）評価によ
って，中枢神経系を含めた神経メカニズムの
病態や治療効果を判定しうる可能性が示され，
定量評価の必要性がうかがえる。 
 
Ｅ．結論 
static/dynamic QSTのような分析科学的
（定量的）評価は，慢性の痛み患者に対する
病態と治療効果を科学的に解釈するために必
要と考える。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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